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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 8,505 △8.7 △171 － △157 － △161 －

2022年３月期第２四半期 9,316 △8.7 △57 － △36 － △57 －

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 △167百万円（－％） 2022年３月期第２四半期 △37百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 △22.12 －

2022年３月期第２四半期 △7.85 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 13,064 2,912 22.3

2022年３月期 13,450 3,079 22.9

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 2,912百万円 2022年３月期 3,078百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,600 △6.7 △240 － △210 － △540 － △74.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 7,400,000株 2022年３月期 7,400,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 116,606株 2022年３月期 116,606株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 7,283,394株 2022年３月期２Ｑ 7,283,394株

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付資料２ページ「１．当四半

期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

  四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着きつつあるものの、

ウクライナ情勢の長期化や中国のゼロコロナ政策が及ぼすサプライチェーンへの影響が懸念されるとともに、急激な

円安による為替相場の変動や原材料価格の上昇など、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境は、動画や音楽配信、スマートフォン等による時間消費の多様化の影響を受けて

おります。このような経営環境のもと、当社グループは新本と古本を併売するハイブリッド型書店を核として、顧客

のニーズの変化にあわせて様々な販売部門やサービス部門を併設し、ｅコマースと店舗を融合したスマートなサービ

スを提供する「スマート・ブックバラエティストア」業態の展開を進めております。

当第２四半期連結累計期間においては、ネットで注文した商品をセルフで店頭受け取りできる「スマ受取」をはじ

めとした、スマートにお買い物ができる「スマ本屋化」を既存店61店舗で実施し、「スマ本屋」は70店舗となりまし

た。また、６月に乙川店（愛知県半田市）、７月に清洲店（愛知県清須市）、９月に新関店（岐阜県関市）にデュエ

ルスペースを備えた大型トレカショップ「トレカ館」をオープンし、トレカ館導入店舗は10店舗となりました。

また、９月に新規事業であるビュッフェ事業の第１号店として、神戸クック・ワールドビュッフェイオンタウン各

務原鵜沼店（岐阜県各務原市）をオープンいたしました。本事業は、破産者株式会社北陸フードシステムズ破産管財

人から、店舗内資産の譲渡を受けたことにより実現するものです。ビュッフェ事業は、神戸物産グループの「食の製

販一体体制」の強みを生かした、競争力のある業態である「神戸クック・ワールドビュッフェ」のフランチャイズで

あり、世界のさまざまな料理を「選んで、食べて、くつろげる！」場所として、地域のお客様に「安心・安全・健

康」なハイクオリティの料理を提供できるものと考えております。

オペレーション面では、市場の変化に対応するため営業時間の変更を実施し、２店舗で開店時間を早めると共に、

７店舗で営業時間の短縮を実施いたしました。

主要な部門の売上高は、書店部門53億51百万円、文具・雑貨・食品部門８億30百万円、セルＡＶ部門３億99百万

円、ＴＶゲーム部門６億26百万円、古本部門３億24百万円、レンタル部門６億75百万円、新規事業部門１億54百万

円、サービス販売部門１億42百万円となりました。

増収部門としては、ＴＶゲーム部門が57.3％増、新規事業部門が9.8％増、サービス販売部門が0.2％増となりまし

た。

減収部門としては、書店部門が12.9％減、文具・雑貨・食品部門が7.9％減、セルＡＶ部門が12.3％減、古本部門

が7.8％減、レンタル部門が13.4％減となるなど、大変厳しい状況となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高85億５百万円（前年同四半期比8.7％減）、営業損失１

億71百万円（前年同四半期は営業損失57百万円）、経常損失１億57百万円（前年同四半期は経常損失36百万円）、親

会社株主に帰属する四半期純損失１億61百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失57百万円）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は130億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億85百万円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金の減少などにより流動資産が３億53百万円減少したこと、建物及び構築物

の減価償却などにより固定資産が31百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては101億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億18百万円減少いたしました。これは主

に、買掛金、及び電子記録債務が減少したことなどから流動負債が３億12百万円減少したこと、長期借入金の新規借

入などにより固定負債が94百万円増加したことによるものであります。

純資産につきましては29億12百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億67百万円減少いたしました。

なお、減資により資本金18億86百万円を資本剰余金に振り替えております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期通期（2022年４月１日～2023年３月31日）の連結業績予想を修正しております。詳細につきまして

は、本日発表の「2023年３月期　通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,823,783 2,379,988

売掛金 311,253 291,562

商品 5,478,281 5,602,347

その他 331,833 317,497

流動資産合計 8,945,151 8,591,396

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 812,446 778,929

土地 2,082,910 2,082,910

その他（純額） 265,353 249,726

有形固定資産合計 3,160,709 3,111,566

無形固定資産 117,845 120,183

投資その他の資産 1,226,454 1,241,721

固定資産合計 4,505,010 4,473,471

資産合計 13,450,162 13,064,867

負債の部

流動負債

買掛金 3,591,415 3,559,781

電子記録債務 2,628,788 2,367,235

１年内返済予定の長期借入金 481,078 440,328

未払法人税等 8,482 5,104

契約負債 69,676 64,661

賞与引当金 47,935 53,716

ポイント引当金 11,944 13,899

資産除去債務 1,292 －

その他 314,224 337,129

流動負債合計 7,154,837 6,841,856

固定負債

長期借入金 2,165,308 2,245,144

退職給付に係る負債 308,089 310,455

資産除去債務 620,890 625,625

繰延税金負債 39,104 43,655

その他 82,022 85,272

固定負債合計 3,215,416 3,310,152

負債合計 10,370,253 10,152,009

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,986,000 100,000

資本剰余金 1,139,163 3,025,163

利益剰余金 △59,965 △221,083

自己株式 △100,520 △100,520

株主資本合計 2,964,677 2,803,559

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 86,410 83,249

退職給付に係る調整累計額 27,899 26,048

その他の包括利益累計額合計 114,309 109,298

非支配株主持分 921 －

純資産合計 3,079,908 2,912,858

負債純資産合計 13,450,162 13,064,867

- 4 -

㈱三洋堂ホールディングス（3058）　2023年３月期　第２四半期決算短信（連結）



     （単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 9,316,436 8,505,082

売上原価 6,508,607 5,906,035

売上総利益 2,807,829 2,599,047

販売費及び一般管理費 2,865,190 2,770,908

営業損失（△） △57,361 △171,861

営業外収益

受取利息 658 517

受取配当金 2,186 2,959

受取保険金 1,982 766

受取賃貸料 4,051 4,619

リサイクル収入 6,345 6,329

その他 12,182 6,935

営業外収益合計 27,407 22,127

営業外費用

支払利息 6,082 7,135

その他 348 615

営業外費用合計 6,431 7,751

経常損失（△） △36,384 △157,485

特別利益

固定資産売却益 783 －

その他 104 －

特別利益合計 887 －

特別損失

固定資産除却損 44 0

差入保証金解約損 18,800 －

特別損失合計 18,844 0

税金等調整前四半期純損失（△） △54,342 △157,485

法人税、住民税及び事業税 5,564 5,558

法人税等調整額 △1,798 △1,004

法人税等合計 3,765 4,554

四半期純損失（△） △58,108 △162,039

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △947 △921

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △57,160 △161,117

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △58,108 △162,039

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,278 △3,160

退職給付に係る調整額 △1,847 △1,850

その他の包括利益合計 20,430 △5,011

四半期包括利益 △37,677 △167,050

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △36,730 △166,128

非支配株主に係る四半期包括利益 △947 △921

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年６月21日開催の定時株主総会決議に基づき2022年７月25日付で資本金の額の減少を実施し、資本

金が1,886,000千円減少し、資本剰余金が1,886,000千円増加しております。この結果、当第２四半期連結会計期間

末において、資本金が100,000千円、資本剰余金が3,025,163千円となっております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定に

ついて、重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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